『近代政教関係の基礎的研究』の位置ー方法と課題との関連でー by 新田 均
口
国
家
神
道
箪
者
の
博
士
論
文
「
近
代
政
教
関
係
の
基
礎
的
研
究」
（
大
明
堂、
平
成
九
年）
が
筆
者
自
身
の
研
究
史
に
占
め
て
い
る
位
置
に
つ
い
て
論
述
す
日
の
学
説
と
過
去
の
学
説
と
を
対
比
す
る
。
131．
あ
る
学
説
群
を、
そ
の
発
生、
展
開、
完
成
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
て、
対
象
と
し
て
相
対
化
し、
そ
の
問
題
点
を
明
確
化
す
る。
結
論
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
①、
「
国
家
神
道」
と
い
う
用
語
を、
近
代
日
本
の
政
教
関
係
の
全
体
を
包
含
す
る
用
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る。
②．
「
国
家
神
道」
に
代
え
て、
「
公
認
教
制
度」
あ
る
い
は
「
日
本
型
公
認
教
制」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
を
提
案
す
る。
最
後
に、
こ
の
本
を
ま
と
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て
来
た
課
題
を
説
明
す
る。
キ
ー
ワ
ー
ド
公
認
教
制
度
演
繹
的
方
法
帰
納
的
方
法
る
。
こ
の
論
文
で
用
い
た
方
法
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る。
い．
今
日
（
博
士
論
文
執
筆
当
時）
の
学
説
と
過
去
の
実
態
と
を
対
比
す
る。
③．
今
口
要
旨
『
近
代
政
教
関
係
の
基
礎
的
研
究』
の
位
置
|
—
方
法
と
課
題
と
の
関
連
で
新
田 皇
學
館
論
叢
令
和
―
―
年
―
つ
の
歴
史
研
究
の
均 月
十
日
第
五
十一
二
巻
第
四
号
-1-
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る。
は、
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
が
「
幻
想」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る。
J
と
に
確
信
を
も
っ
た。
8．
加
藤
か
ら
手
を
付
け
た
理
由
は
二
つ
あ
っ
た。
研
究
に
着
手
し
た
か
ら
で
あ
る。
か
っ
た。
本
誌
に
掲
載
し
た
拙
論
「
「
国
家
神
道」
研
究
史
の
整
理
に
つ
い
て
」
と
「
「
国
家
神
道」
研
究
史
の
整
理
の
開
始
と
加
藤
玄
智
と
の
出
ー．
昭
和
六
十
三
年
四
月
の
皇
學
館
大
学
へ
の
赴
任
以
降、
「
国
家
神
道」
研
究
史
の
整
理
の
必
要
性
を
感
じ
は
じ
め
た
。
そ
の
作
業
を
始
め
て
み
て、
改
め
て
「
国
家
神
道」
を
戦
争
の
元
凶
と
す
る
こ
と
を
自
明
の
理
と
す
る
「
国
家
神
道」
論
へ
の
疑
問
を
感
じ
る
2．
そ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に、
「
国
家
神
道」
を
戦
争
の
元
凶
と
み
な
し
て
解
体
し
た
と
さ
れ
る
「
神
道
指
令」
の
検
討
を
始
め
た。
3．
そ
れ
に
よ
っ
て、
「
神
道
指
令」
の
最
初
の
研
究
者
で
あ
っ
た
w
.
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
著
作
に
出
会
い、
彼
が
「
神
道
指
令」
が
戦
争
の
元
凶
と
し
て
廃
止
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
「
国
家
神
道」
で
は
な
く、
「
国
体
狂
信
主
義」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た。
4．
そ
こ
で、
彼
の
見
方
を
取
り
入
れ
る
た
め
に、
「
神
道
指
令」
の
対
象
に
「
国
家
神
道」
以
外
の
用
語
を
用
い
て
「
国
家
神
道」
研
究
の
整
理
を
進
め
る
と
い
う
方
法
も
考
え
た
が、
ウ
ッ
ダ
ー
の
主
張
が
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
研
究
状
況
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
5．
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に、
百
地
章
氏
の
「
広
義
の
政
教
分
離」
と
「
狭
義
の
政
教
分
離」
と
い
う
概
念
区
分
を
参
考
に
し
て、
「
広
義
の
国
家
神
道」
と
「
狭
義
の
国
家
神
道」
と
い
う
術
語
を
用
い
て
「
国
家
神
道」
研
究
史
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た。
6.
「
5」
の
見
通
し
は、
実
は、
平
成
二
年
の
時
点
で
ほ
ぼ
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
と
り
あ
え
ず
試
論
と
し
て
発
表
し
た
の
が、
「
「
国
家
神
道」
概
念
に
つ
い
て
」
（
神
道
史
学
会、
平
成
二
年
六
月
三
日）
だ
っ
た
。
7．
こ
の
発
表
を
論
文
化
す
る
の
に
九
年
弱
の
時
間
を
要
し
た
。
そ
の
理
由
は、
要
が
あ
っ
た
の
と、
「
広
義
の
国
家
神
道」
の
発
生
地
点
を
確
定
す
る
必
要
を
感
じ
は
じ
め、
そ
の
手
始
め
と
し
て、
加
藤
玄
智
の
―
つ
は、
玄
智
の
「
国
体
神
道」
を
同
一
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
っ
は、
「
神
道
指
令」
を
扱
っ
た
研
究
に
お
い
て、
彼
の
「
国
家
的
神
道
」
論
が
「
神
道
指
令」
に
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
加
藤
を
研
究
し
た
こ
と
に
よ
っ
て、
二
つ
の
―
つ
は、
加
藤
玄
智
こ
そ
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
の
原
点
に
位
置
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
。
も
う
一
っ
こ
れ
が
平
成
七
年
当
時
の
私
の
到
達
点
だ
っ
た
。
そ
の
ま
ま
の
流
れ
で
あ
れ
ば、
平
成
八
年
は、
平
成―
一
年
に
発
表
し
た
「
「
国
家
神
道」
概
念
に
つ
い
て
」
以
来
の
宿
題
を
果
た
す
た
め
に、
こ
の
発
表
の
論
文
化
に
取
り
組
む
は
ず
だ
っ
た。
と
こ
ろ
が、
実
際
の
論
文
化
は
平
成
十
一
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た。
そ
の
理
由
は、
恩
師
の
阪
本
是
丸
先
生
か
ら、
そ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
論
文
を
博
士
論
文
と
し
て
纏
め
(
2)
 
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ、
そ
の
執
筆
に
一
年
間
を
要
し
た
か
ら
で
あ
る。
そ
の
作
業
の
結
果、
「
国
家
神
道」
研
究
史
の
論
文
化
の
前
に
解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
く
つ
か
の
課
題
が
見
え、
そ
ち
ら
か
ら
先
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
課
題
と
は
何
だ
っ
た
の
か、
そ
も
そ
も、
博
士
論
文
の
執
筆
は、
私
自
身
の
研
究
史
の
上
で
ど
ん
な
意
味
を
も
っ
た
の
か、
そ
れ
を
説
明
す
る
の
「
近
代
政
教
関
係
の
甚
礎
的
研
究」
の
位
屈
（
新
田）
よ
う
に
な
っ
た。
会
い
」
で
述
べ
た
こ
と
を
振
り
返
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る。
は
じ
め
に
ウ
ッ
ダ
ー
ド
に
つ
い
て
の
研
究
を
先
に
仕
上
げ
る
必
ウ
ッ
ダ
ー
ド
が
昭
和
四
十
年
の
段
階
で
は
「
国
体
狂
信
主
義」
と
加
藤
-3- -2-
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る。
一
、
博
士
論
文
の
基
本
構
造
の
確
定
と
そ
の
影
響
①．
そ
れ
ま
で
公
表
し
て
来
た
論
文
を、
問
題
意
識
や
扱
っ
て
い
る
対
象
の
共
通
性
に
よ
っ
て
ま
と
め
る。
②．
そ
れ
を
部
や
章
と
い
う
形
に
し
て、
論
文
相
互
の
関
連
性
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
文
章
を
修
正
す
る。
③．
全
体
を
貫
く
問
題
意
識
を
明
確
に
し
て
論
文
全
体
の
題
を
考
え
る。
④．
序
章
で
論
文
全
体
と
各
部
・
各
章
の
課
題
を
示
し、
終
章
で
結
論
と
今
後
の
課
題
を
述
べ
る。
業
で
あ
っ
た」。
本
書
の
結
論
と
今
後
の
課
題」
（
三
四
ニ
ー
三
四
六
頁）
に
お
い
て、
こ
の
論
文
の
要
点
と
①．
私
が
そ
れ
ま
で
行
っ
て
来
た
研
究
は、
「
国
家
神
道」
と
い
う
用
語
の
下
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
「
既
存
の
理
論
体
系
を
崩
す
作
②．
そ
の
解
体
作
業
の
結
果、
「
国
家
神
道」
と
い
う
用
語
を、
近
代
日
本
の
政
教
関
係
の
全
体
を
包
含
す
る
用
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
③．
そ
こ
で、
「
国
家
神
道」
に
代
わ
る
用
語
を
設
定
す
る
必
要
性
を
感
じ、
と
り
あ
え
ず
「
公
認
教
制
度」
あ
る
い
は
「
日
本
型
公
認
①
の
解
体
作
業
は
四
部
構
成
の
体
裁
を
と
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が、
方
法
の
違
い
と
い
う
点
に
か
ら
見
る
と、
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る。
m．
第
I
部
「
明
治
期
の
神
道
政
策
と
浄
土
真
宗」
と
第
II
部
「
明
治
憲
法
制
定
期
の
政
教
関
係」
は
今
日
（
論
文
執
華
当
時）
の
学
説
と
過
去
の
実
態
と
を
対
比
す
る
こ
と
で
今
日
の
学
説
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
る。
②．
第
皿
部
「
天
皐
王
権
論
者
の
政
教
関
係
論」
は
今
日
の
学
説
と
過
去
の
学
説
と
を
対
比
す
る
こ
と
で
今
日
の
学
説
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
手
法
に
た
っ
て
い
る。
③．
第
w
部
の
「
国
家
神
道」
論
の
二
つ
の
原
点」
で
は、
以
下
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
て
い
る。
あ
る
学
説
群
を、
そ
の
発
生、
展
開、
完
成
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て、
そ
の
原
点
を
見
定
め
る。
他
方
で、
そ
の
学
説
群
へ
の
批
判
的
拠
点
を
確
保
す
る
た
め
に、
主
流
化
し
な
か
っ
た
学
説
の
意
義
を
掘
り
起
こ
す。
こ
う
し
て、
あ
る
学
説
群
を
―
つ
の
歴
史
研
究
の
対
象
と
し
て
相
対
化
し、
そ
の
問
題
点
を
明
確
化
す
る。
(
3)
 
①
の
手
法
は、
歴
史
学
で
は
極
普
通
の
手
法
で、
私
は
修
士
論
文
の
執
筆
の
時
か
ら
こ
れ
を
用
い
て
来
た。
③
③
の
手
法
は、
「
国
家
神
道」
研
究
史
の
整
理
に
つ
い
て」
（
本
誌
第
五
十
三
巻
第一一
号）
で
説
明
し
た
よ
う
な
事
情
に
迫
ら
れ
て、
や
む
な
く
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た。
他
の
分
野
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
が、
近
代
日
本
の
政
教
関
係
の
分
野
で、
こ
の
手
法
を
用
い
て
い
る
(
4
)
 
の
は、
恐
ら
く
私
だ
け
か、
少
な
く
と
も
私
が
始
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う。
博
士
論
文
執
筆
後
の
私
の
論
文
で
は、
こ
の
三
つ
の
手
法
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る。
そ
の
典
型
が、
平
成
十
五
年一
一
月
刊
の
「
現
人
神」
「
国
家
神
道」
と
い
う
幻
想』
(
P
H
P
研
究
所）
で
あ
る。
た
だ
し、
博
士
論
文
後
の
個
別
論
文
を
敢
え
て
三
区
分
に
分
け
る
と
m
の
手
法
に
よ
る
論
文
釜
工
成――
十
六
年
十一
月
「
島
薗
進
「
国
家
神
道」
論
再
考
ー
内
務
省
神
社
局
編
『
国
体
論
史
j
（
大
正
十
年一
月）
の
意
味
す
る
も
の
は
何
か
ー
」
（「
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要」
復
刊
第
五一
号）。
似
の
手
法
に
よ
る
論
文
盃
工
以
十
一
年
十
二
月
「
織
田
萬
の
著
作
に
お
け
る
政
教
関
係
類
型
論
の
変
化
に
つ
い
て」
（「
明
治
壁
徳
記
念
学
会
紀
要」
復
刊
第
二
八
号）
�
平
成
十
五
年
十
一
月
「
織
田
萬
の
「
神
社
公
法
人」
説
と
「
神
社
非
宗
教
団
体」
説」
（同
國
學
院
雑
誌」
第
「
近
代
政
教
関
係
の
基
礎
的
研
究」
の
位
置
（
新
田）
教
制」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
た。
は
不
適
切
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た。
し
て
以
下
の
三
点
を
挙
げ
た。
）
の
作
業
過
程
を
終
え
て、
私
は
「
終
章
博
士
論
文
の
作
成
作
業
と
い
う
の
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た。
-5- -4-
ま
ず、
序
章
「
本
書
の
課
題
と
構
成」
の
冒
頭
で、
本
論
文
が
近
代
日
本
の
政
教
関
係
を
論
じ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
「
国
家
神
道」
と
い
う
用
語
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り、
こ
の
用
語
に
対
す
る
常
識
を
形
成
し
た
宗
教
史
学
者
の
村
上
重
良
と
憲
法
学
者
の
宮
沢
俊
義
の
「
国
家
神
道」
論
の
検
討
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た。
そ
し
て、
両
氏
の
説
の
適
否
を
検
証
す
る
方
法
と
し
て、
両
氏
の
議
論
か
ら
主
要
な
論
点
を
抜
き
出
し、
そ
れ
を
過
去
の
実
態
に
照
ら
す
と
い
う
方
法
を
採
る
と
説
明
し
た。
こ
の
説
明
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
実
行
し
て
い
る
の
が、
第
I
部
と
第
11
部
で
あ
る。
第
I
部
で
取
り
上
げ、
検
討
し
た
の
は、
「
国
家
神
道」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
で、
ほ
ぼ
自
動
的
に
導
か
れ、
そ
れ
ゆ
え
に
従
来
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
被
抑
圧
者、
抵
抗
者、
不
本
意
な
協
力
者」
と
い
う
仏
教
の
位
置
づ
け
で
あ
る。
そ
の
検
討
の
た
め
に
俎
上
に
載
せ
た
の
が、
信
教
の
自
由
・
政
教
分
離
を
唱
え
た
こ
と
で
有
名
な
明
治
初
期
の
代
表
的
仏
教
者
で
あ
る
島
地
黙
雷
の
思
想
と
行
動
で
あ
る。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば、
彼
の
政
教
関
係
と
神
道
に
対
す
る
考
え
方
と
そ
の
変
遷、
彼
が
唱
え
た
「
神
道
非
宗
教
論」
を
政
府
が
採
用
す
る
に
至
っ
た
経
緯、
明
治
前
期
の
政
教
関
係
の
形
成
さ
れ
る
過
程
で
の
浄
土
真
宗
教
団
の
役
割
を
検
討
し
た。
第
11
部
で
取
り
上
げ、
検
討
し
た
の
は、
村
上
重
良
「
国
家
神
道
体
制」
論
の
核
を
な
し
て
い
る
大
日
本
帝
国
憲
法
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る。
村
上
論
で
は、
帝
国
憲
法
に
よ
っ
て、
「
国
家
神
道」
が
「
超
宗
教」
の
国
家
祭
祀
と
し
て
神
仏
基
の
公
認
宗
教
の
上
に
「
君
臨」
す
る
「
国
家
神
道
体
制」
が
成
立
し
た
と
さ
れ、
こ
の
「
国
家
神
道
体
制」
の
上
部
構
造
を
な
す
「
国
家
神
道」
は、
神
社
神
道
と
皇
室
神
道
を
「
直
結」
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る。
そ
こ
で、
こ
の
「
国
家
神
道
体
制」
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
超
宗
教」
「
君
臨」
「
直
結」
を
念
頭
に
お
い
て、
帝
国
憲
法
制
定
期
の
実
態
を
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
し
た。
①．
帝
国
憲
法
制
定
の
中
心
者
で
あ
っ
た
井
上
毅
の
神
道
政
策
構
想
と、
宗
教
行
政
の
担
当
官
庁
で
あ
っ
た
内
務
省
の
当
時
の
神
道
政
策
構
想
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
（
第
四
章）
。
②．
神
仏
基
を
公
認
し
た
管
長
制
度
は
ど
の
よ
う
な
意
図
の
下
に
立
案
さ
れ
た
の
か
（
第
五
章）
。
③．
憲
法
制
定
を
前
に
し
た
神
社
政
策
の
転
換
は、
ど
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
の
か
（
第
六
章）
。
「
近
代
政
教
関
係
の
基
礎
的
研
究」
の
位
置
（
新
田）
、
個
々
の
検
討
対
象
に
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
を
述
べ
る。
1
0
四
巻
第
十一
号）
釜十
成
二
十
八
年
十
二
月
「
新
旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
「
皇
統」
の
意
味
に
つ
い
て」
（『
日
本
法
学」
第
八
二
巻
第
三
号）
こ
令
和
一
年
六
月
「
明
治
憲
法
下
の
政
教
関
係」
（「
憲
法
研
究
j
第
五一
号）
。
③
の
手
法
の
よ
る
論
文
盃千
成
十
一
年
二
月
「「
国
家
神
道」
論
の
系
譜
（
上）
」
（『
皇
學
館
論
叢
j
第
三
二
巻
第一
号）
こ
平
成
十
一
年
四
月
「
国
家
神
道」
論
の
系
譜
（
下）
」
『
皇
學
館
論
叢』
（
第
三一一
巻
第一一
号）
盃ナ
成
十
七
年
六
月
「
国
家
神
道」
研
究
の
整
理」
（「
神
道
史
研
究
j
第
五一
二
巻
第一
号）
盃
工
収一
一
十
五
年
十
月
「
最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
た
「
国
家
神
道」
研
究
の
再
整
理」
（『
宗
教
法」
第
三
二
号）。
こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と、
③
の
手
法
は
主
に
憲
法
・
行
政
法
の
分
野
の
研
究
者
の
業
績
を
分
析
す
る
際
に
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。
③
の
手
法
は、
そ
も
そ
も
「
国
家
神
道」
研
究
史
の
整
理
と
い
う
目
的
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で、
博
士
論
文
で
は、
最
終
到
達
点
（
村
上
重
良
「
国
家
神
道」
論）
を
見
定
め
た
上
で、
そ
の
出
発
点
を
確
認
す
る
（
加
藤
玄
智
「
国
家
的
神
道」
論）
と
と
も
に、
そ
れ
を
相
対
化
し、
批
判
的
に
検
討
す
る
視
点
を
示
し
た
(
W
.
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
「
国
体
正
信
王
義」
論）
に
留
ま
る。
し
た
が
っ
て、
次
に、
最
終
到
達
点
と
出
発
点
と
を
結
び、
最
終
到
達
点
以
降
を
展
望
す
る
と
い
う
の
は
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
が、
す
ぐ
に
そ
こ
に
向
か
わ
な
前
節
で
は、
博
士
論
文
の
執
筆
に
よ
っ
て
自
覚
化
さ
れ
た
私
の
方
法
論
を
説
明
し、
そ
れ
が
後
の
業
績
に
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
か
を
述
べ
た。
こ
の
節
で
は、
改
め
て
私
の
方
法
論
の
基
礎
に
あ
っ
た
問
題
意
識
を
確
認
し、
そ
の
上
で、
基
本
的
な
問
題
意
識
が
二、
基
本
的
問
題
意
識
と
各
部
各
章
の
個
別
課
題
か
っ
た
の
は、
先
に
解
決
す
べ
き
課
題
が
出
て
き
た
た
め
で
あ
る。
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第
皿
部
で
取
り
上
げ、
検
討
し
た
の
は、
宮
沢
俊
義
「
国
家
神
道」
論
の
核
を
な
し
て
い
る
大
日
本
帝
国
憲
法
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る。
宮
沢
論
で
は、
明
治
憲
法
は
天
皇
主
権
の
憲
法
で
あ
り、
し
か
も
神
勅
が
そ
の
根
拠
と
さ
れ
た
が
故
に、
神
社
神
道
に
国
教
的
地
位
が
与
え
ら
れ、
国
民
に
そ
の
礼
拝
が
強
制
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る。
こ
の
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば、
天
皇
主
権
論
を
唱
え
た
学
者
た
ち
は、
神
勅
を
根
拠
と
し
て、
国
民
に
対
す
る
神
社
礼
拝
の
強
制
を
正
当
化
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で、
戦
前
に
お
け
る
代
表
的
な
天
皇
主
権
論
者
で
あ
る
穂
積
八
束
（
第
七
章）
と
上
杉
慎
吉
（
第
八
章）
の
議
論
を
検
討
し
た。
「
序
章」
で
は、
宮
沢
説
に
つ
い
て
も
「
実
態
に
即
し
た
議
論
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る」
と
述
べ
て
い
る
が、
実
際
に
用
い
た
方
法
は
m
で
は
な
く
②
だ
っ
た
こ
と
を
本
論
を
執
策
し
て
い
る
中
で
気
づ
い
た。
第
w
部
で
は、
「
国
家
神
道」
論、
あ
る
い
は
「
国
家
神
道」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
そ
の
も
の
を
歴
史
研
究
の
対
象
と
し
て
捉
え、
そ
の
発
生
地
点
と、
こ
れ
に
対
す
る
異
論
の
発
生
地
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
試
み
た。
前
者
に
つ
い
て
は
加
藤
玄
智
の
「
国
家
的
神
道」
論
（
第
九
章）、
後
者
に
つ
い
て
は
W
.
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
「
国
体
狂
信
主
義」
論
（
第
十
章）
を
取
り
上
げ
た。
三、
結
論
と
課
題
本
節
で
は、
前
述
の
検
討
に
よ
っ
て、
如
何
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り、
次
に
ど
の
よ
う
な
検
討
課
題
が
現
れ
て
来
た
の
か
を、
「
終
本
害
の
結
論
と
今
後
の
課
題」
（
三
四
ニ
ー
三
四
六
頁）
に
甚
づ
い
て
述
べ
る。
第
I
部
で
の
検
討
を
経
て、
浄
土
真
宗
に
は
近
代
日
本
の
政
教
関
係
の
形
成
主
体
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
の
結
論
に
至
っ
た。
そ
の
理
由
は、
近
代
日
本
の
政
教
関
係
の
二
大
原
則
で
あ
る
「
神
社
非
宗
教」
論
と
管
長
制
度
が、
い
ず
れ
も
浄
土
真
宗
の
主
張
に
沿
っ
て、
神
道
や
他
の
仏
教
の
要
求
を
退
け
る
形
で
政
府
に
採
用
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る。
こ
の
結
論
に
基
づ
い
て、
こ
の
よ
う
な
浄
土
真
宗
の
位
骰
づ
け
を
表
現
し
得
な
い
「
国
家
神
道」
と
い
う
用
語
を
近
代
日
本
の
政
教
関
係
の
全
体
を
包
含
す
る
用
語
と
し
て
用
第
11
部
で
の
検
討
を
経
て、
神
社
神
道
と
皇
室
神
道
と
を
「
直
結」
し
て
「
国
家
神
道」
が
作
ら
れ
た
と
い
う
議
論
は
成
り
立
た
な
い
と
結
論
づ
け
た。
そ
れ
は、
帝
国
憲
法
制
定
期
に
は、
大
多
数
の
神
社
は
政
府
と
は
無
関
係
な
状
態
に
置
か
れ、
主
要
な
神
社
に
関
し
て
も
国
家
財
政
か
ら
切
り
離
さ
れ、
極一
部
の
神
社
だ
け
で
も
皇
室
と
直
結
し
よ
う
と
す
る
さ
さ
や
か
な
試
み
さ
え、
政
府
は
採
用
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る。
ま
た、
「
皇
室
神
道」
や
「
神
社
神
道」
を
「
超
宗
教
の
国
家
祭
祀」
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
も
な
か
っ
た
こ
と
が、
内
閣
や
枢
密
院
で
の
議
論
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た。
さ
ら
に、
「
皇
室
神
道」
や
「
神
社
神
道」
を
神
仏
基
三
教
の
上
に
「
君
臨」
さ
せ
る
意
図
も
な
か
っ
た
こ
と
が、
管
長
制
度
の
採
用
に
関
す
る
史
科
の
検
討
か
ら
判
明
し
た。
し
た
が
っ
て、
帝
国
憲
法
制
定
期
に
「
国
家
神
道
体
制」
が
成
立
し
た
と
す
る
村
上
説
は
成
り
立
た
ず、
帝
国
憲
法
制
定
期
は、
む
し
ろ、
戦
前
に
お
い
て、
政
府
が
神
社
に
対
し
て
最
も
「
冷
淡」
だ
っ
た
時
期
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
を
行
っ
た。
第
m
部
で
の
検
討
を
経
て、
天
皇
主
権
論
者
は
神
社
参
拝
を
国
民
に
強
制
す
べ
き
だ
と
は
主
張
し
て
お
ら
ず、
天
皇
主
権
論
と
「
神
社
神
道」
と
の
直
結
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
た。
は
っ
き
り
言
え
ば、
皇
室
神
道
や
神
社
神
道
は
天
皇
主
権
論
と
は
無
関
係
だ
っ
た。
そ
の
理
由
は、
穂
積
の
天
皐
王
権
論
は
家
を
中
核
と
す
る
「
祖
先
教」
論
に
依
拠
し
て
お
り、
上
杉
の
天
皇
主
権
論
は
天
皇
唯一
神
論
に
依
拠
し
て
い
る
た
め、
か
ら
で
あ
る。
い
ず
れ
の
議
論
に
お
い
て
も
日
本
の
神
々
や
神
社
を
天
皇
主
権
の
根
拠
と
す
る
論
理
的
必
然
性
が
無
か
っ
た
第
w
部
で
の
検
討
を
経
て、
戦
前
の
政
教
関
係
の
全
体
を
指
す
用
語
と
し
て
の
「
国
家
神
道」
（
広
義
の
国
家
神
道）
の
原
点
は
加
藤
玄
智
で
あ
り、
し
か
も
そ
れ
は、
現
状
の
説
明
と
い
う
よ
り
も、
現
状
批
判
の
論
（
理
想
の
提
示）
と
し
て
言
い
出
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
た。
ま
た、
W
.
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
「
国
体
狂
信
主
義」
論
は、
「
国
家
神
道」
を
含
め
た
「
神
道」
と、
神
道
指
令
が
解
体
の
対
象
と
し
「
近
代
政
教
関
係
の
基
礎
的
研
究」
の
位
置
（
新
田）
い
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
と
主
張
し
た。
章
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た
「
国
体
狂
信
王
義」
と
の
区
別
を
力
説
し
た
点 、
「
国
体
狂
信
王
義」
を一
九
二
0
年
代
後
半
（
ま
た
は
三
0
年
代）
か
ら
一
九
四
0
年
代
前
半
ま
で
の
限
ら
れ
た
現
象
と
し
た
点
に
お
い
て 、
極
め
て
重
要
な
論
点
を
含
ん
で
い
る
と
指
摘
し
た 。
こ
の
指
摘
を 、
今
の
私
が
言
い
直
す
と
す
れ
ば 、
w
.
P
·
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
議
論
こ
そ 、
戦
後
の
「
国
家
神
道」
論
批
判
の
原
点
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ 、
と
い
う
こ
以
上
の
結
論
を
書
き
終
え
て 、
当
時
の
私
は 、
今
後
の
課
題
と
し
て
次
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る 。
大
正
を
経
て
昭
和
の
は
じ
め
に
至
る
ま
で
「
神
社
非
宗
教」
論
が
「
無
風
状
態」
に
置
か
れ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て 、
そ
の
よ
う
な
強
固
な
社
会
意
識
の
形
成
を
江
戸
時
代
に
遡
っ
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る 。
し
か
し 、
そ
の
後
の
私
の
研
究
は 、
時
代
を
遡
る
方
向
に
は
進
ま
ず 、
む
し
ろ
時
代
を
降
っ
て 、
「
神
社
非
宗
教」
論
が
批
判
に
晒
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
経
緯
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
二
つ
目
の
課
題
は 、
「
国
家
神
道」
が
近
代
日
本
の
政
教
関
係
の
全
体
を
包
含
す
る
用
語
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
な
ら
ば 、
ど
の
よ
う
な
用
語
を
用
い
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か 、
自
ら
示
す
こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
に
つ
い
て
は 、
と
り
あ
え
ず 、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も一
般
的
で
あ
っ
た
「
公
認
教
制
度」
の
範
疇
に
入
る
と
仮
定
し
た
上
で 、
本
当
に
そ
れ
で
よ
い
の
か
を
い
く
つ
か
の
論
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る 。
そ
の
論
点
と
は 、
帝
国
憲
法
制
定
期
に
確
立
さ
れ
た
宗
教
行
政
の
諸
原
則
の
再
確
認 、
そ
の
後
の
運
用
実
態 、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
制
度
・
運
用
と
の
比
較 、
昭
和
期
に
政
府
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
宗
教
弾
圧
の
意
図
と
実
態
な
ど
で
あ
る 。
三
つ
め
の
課
題
は 、
戦
前
に
お
い
て 、
宮
沢
俊
義
が
述
べ
て
い
る
点
帝
国
憲
法
は
国
民
に
神
社
の
参
拝
や
信
仰
を
強
制
す
る
も
の
だ
っ
たて
と
い
う
解
釈
を
主
張
し
て
い
た
の
は
誰
だ
っ
た
の
か
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
る 。
も
う
少
し
具
体
的
に
言
え
ば 、
誰
が 、
い
つ
か
ら 、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
言
い
出
し 、
そ
の
主
張
が
政
府
の
政
策
に
ど
の
よ
う
に
し
て 、
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
に
つ
い
て
は 、
面
白
い
の
で 、
結
論
だ
け
を
先
に
言
え
ば 、
言
い
出
し
た
の
は 、
宗
教
学
者
で
は
加
藤
最
後
の
四
つ
目
の
課
題
は 、
「
国
家
神
道」
論
史
の
整
理
の
完
成
で
あ
る 。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「「
国
家
神
道」
論
の
系
譜
（
上）
（
下）」
で
一
応
完
成
さ
せ 、
そ
の
後
に
発
表
し
た
「「
国
家
神
道」
研
究
の
整
理」 、
「
最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
た
「
国
家
神
道」
研
究
の
再
整
理」
前
記
の
四
つ
の
課
題
に
取
り
組
も
う
と
し
た
時
に
最
も
困
難
を
感
じ
た
の
は 、
そ
れ
ら
の
課
題
が
広
く
深
く
て 、
私
一
人
の
手
に
は
余
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た 。
そ
こ
で
考
え
た
の
が 、
当
時 、
近
代
日
本
の
政
教
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
の
第一
線
で
活
躍
し
て
い
た
研
究
者
の
方
々
の
知
恵
を
借
り
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た 。
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
日
本
の
政
教
関
係
の
枠
組
み
を
め
ぐ
っ
て
ー
特
に
「
国
家
神
道」
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
平
成
九
年
十
月
二
十
五
日）
は 、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
企
画
さ
れ
た 。
(
l)
平
成
七
年
七
月
「
W
.
P・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
「
国
体
狂
信
主
義」
論」
「
谷
省
吾
先
生
退
職
記
念
神
道
学
論
文
集」
（
国
書
刊
行
会） 。
平
成
七
年
十
月
「
加
藤
玄
智
の
国
家
神
道
観」
「
宗
教
法」
第一
四
号 。
こ
の
年 、
私
は 、
絶
版
と
な
っ
て
久
し
か
っ
た
葦
津
珍
彦
百
明
治
維
新
と
東
洋
の
解
放』
を
皇
學
館
大
学
の
学
生
の
た
め
に 、
皇
學
館
大
学
出
版
部
か
ら
復
刻
し 、
解
説
を
書
い
て
い
る
（
平
成
七
年
八
月） 。
ま
た 、
平
成
七
年
九
月
に
は 、
坂
本
多
加
雄
「
象
徴
天
皇
制
度
と
日
本
の
来
歴」
（
都
市
出
版）
が
刊
行
さ
れ 、
そ
れ
も
読
ん
で
い
た 。
こ
の
時
期
に
こ
の
二
冊
に
関
わ
っ
た
こ
と
は 、
平
成
十
五
年
二
月
刊
「「
現
人
神」
「
国
家
神
道」
と
い
う
幻
想
j
の
土
台
の―
つ
に
な
っ
て
い
る 。
需
近
代
政
教
関
係
の
基
礎
的
研
究」
の
位
置
（
新
田）
お
わ
り
に
で
修
正
を
加
え
て
い
る 。
玄
智
で
あ
り 、
憲
法
学
者
で
は
宮
沢
俊
義
自
身
だ
っ
た 。
に
な
っ
た 。
と
に
な
ろ
う 。
―
つ
目
は 、
葦
津
珍
彦
氏
が
明
治
-ll- -10-
し
か
っ
た
よ
う
に
も
思
う。
頁
数
を
指
す。
に
っ
た
(
2)
平
成
九
年
四
月
「
近
代
政
教
関
係
の
基
礎
的
研
究」
（
大
明
堂）
。
以
下、
本
文
中
の
（
(
3)
修
士
論
文
「
明
治
前
半
期
の
宗
教
行
政
の
変
遷
と
そ
の
意
義」
（
昭
和
五
十
九
年
十
二
月、
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
に
提
出）
。
こ
の
(
4)
こ
の
論
文
で
私
は
比
較
憲
法
学
会
か
ら
田
上
穣一
一
賞
を
与
え
ら
れ
た
。
外
国
の
憲
法
と
の
比
較
研
究
を
旨
と
す
る
学
会
か
ら
賞
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
る
。
確
か
に、
こ
の
論
文
で
は
明
治
憲
法
の
成
立
期
も
扱
っ
た
し、
政
教
関
係
や
政
教
分
離
は
憲
法
の
主
要
課
題
で
は
あ
る。
外
国
の
政
教
関
係
と
の
比
較
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た。
し
か
し、
外
国
憲
法
と
の
比
較
そ
の
も
の
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で、
い
た
だ
い
た
当
時
は、
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に、
申
し
訳
な
い
よ
う
な
若
干
の
違
和
感
が
あ
っ
た。
た
だ、
今
改
め
て
考
え
て
み
る
と、
「
比
較」
と
い
う
手
法
の
可
能
性
を
広
げ、
今
日
の
学
説
の
問
題
点
を、
複
眼
的
な
比
較
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
点
が、
こ
の
学
会
の
賞
と
し
て
相
応
論
文
の
位
置
づ
け
と
意
義
に
つ
い
て
は、
稿
を
改
め
て
論
じ
る。
ひ
と
し
・
皇
學
館
大
学
現
代
日
本
社
会
学
部
教
授）
）
内
の
頁
数
は、
特
に
註
を
付
さ
な
い
限
り、
本
書
の
-12-
